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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応の進捗状況について 

 

本日開催した機関投資家向け決算説明会において、「資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた

対応」の進捗状況について、サステナビリティ経営への取り組みを含めて説明いたしましたので、その内

容を開示いたします。 

詳細については、別紙をご覧ください。 
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現状認識

当社のPBRの推移とROE・PERの推移1
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現状認識

当社のROEの推移（総資本回転率×売上高当期利益率×財務レバレッジ）

当期純利益

売上高

総資産

自己資本

ＲＯＥ

＝ × ×

総資本回転率 売上高当期利益率 財務レバレッジ

2025年度 ▲3.３％ 0.64回 ▲2.2％ 2.32倍

売上高

総資産

2024年度 4.0％ 0.64回 2.7％ 2.31倍

売上高当期利益率の低下が
ROE低下の主要因
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◎★ お客様に選ばれ喜ばれる商品の開発
⚫ ＷＯシリーズ等による高級ゾーンの取り込み（もう１ランク上へ）
⚫ 暮らし方に配慮した収納商品の拡充
⚫ 国産材を活用した新たな顧客層の取り込み

★ 需要のある地域・マーケットへのリソースの集中
⚫ 主要都市等での新規開拓やリフォーム・非住宅市場への人員の重点配置など

★ 事業価値（ニュージーランド循環型林業経営）を活かした提案力の強化
⚫ ニュージーランド原材料を核とした商品、サービスの拡充による販売先の開拓と関係構築

★ 海外子会社による海外販売の強化
⚫ インドネシア子会社による同国国内＋米州・豪州などでの販売先開拓

◎ 生産移管・集約化
◎ ＤＸ推進
◎ 販管費削減対応強化

○ 利益率計画（収益計画）の経営管理へのビルトイン
⚫ 細分化した集団の採算管理に利益率計画を落し込み、経営陣を含めて進捗管理

○ 新人事制度
⚫ 会社戦略、目標と連動した評価制度で運用実施

④ ROE＝▲３.3％（202６/3期）

これを分解すると・・・

… ROE向上に向けては、総資本回転率や
財務レバレッジを変えていく方法も
あるが、そもそも売上高当期利益率
が低く、ここを改善しなければ大き
な効果は見込めない。

⇒まずは（連結）当期利益率を
３～４％まで引き上げることに注力
（営業利益率で５～６％程度）

商品戦略

売上高の維持・拡大を図る中で利益率の改善を狙う ［◎ 利益率対策 ★ 売上高対策］

利益率のみにフォーカスを当てすぎると縮小均衡に陥る（売上高を減らして利益率を上げる）こともあるため、
売上高施策とセットで利益率施策を展開。

無垢商品や省施工商品といった付加価値が高い商品を核とした内装建材等の拡販

国内のリフォーム・非住宅市場や海外市場といった新たな市場のさらなる開拓

取組方針および施策

③ まずは

ROE＝5〜6％程度以上を目指す

② 2026/3期の資本コスト＝６.79％
※ 市場金利や株価により変動するため、特に今後、

市場金利が上昇した場合、その分、資本コストも上昇

① 資本コストを意識した経営として、

ROE＞資本コストを目指す

営業販売戦略

製造コスト競争力・事業収益向上策

基盤整備策

⑤
施
策
（
実
施
事
項
）

⚫ 海外工場（JNL・JPC）・国内工場を含めた一貫生産体制の再編

⚫ 営業生産性向上による顧客接点の増強、生産の高効率化と品質の向上

基本
戦略

（総資本回転率） （売上高当期利益率） （財務レバレッジ）

売上高

総資産

当期純利益

売上高

総資産

自己資本

＝0.64回 ＝▲2.2％ ＝2.3２倍

× ×

3 ROE改善に向けた取組方針
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取組施策の進捗状況
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施 策 202５年度（実績） 202６年度（計画）

お客様に選ばれ
喜ばれる商品の
開発

⚫ ＷＯシリーズ等による高級ゾ
ーンの取り込み

⚫ 広島ショールームに続き、新宿、
大阪に順次実物展示による提
案機会を拡充

⚫ 専担部署の設置を決定

⚫ 専担部署による顧客基盤の拡大
⚫ ブランドサイトをリニューアル公

開。設計および建築士向けの発
信強化

⚫ 建具の特注サイズ対応および意
匠性の向上

⚫ 暮らし方に配慮した収納商
品の拡充

⚫ e・ra・boリニューアル発売
⚫ 各ショールームへゾーン収納の

提案ブースを設置

⚫ 収納商品に新色追加
⚫ 省施工＋ゾーン収納提案

（施工時間短縮＋収納充実）

⚫ 収納部材の特注対応範囲の拡大

⚫ 国産材を活用した新たな顧
客層の取り込み

⚫ 国産材（桧）無垢フローリング発
売（ウッドデザイン賞を受賞）

⚫ キッチン「su:iji」に国産材針葉
樹（ヒノキ）を7月追加

⚫ 集合住宅や非住宅建築対応の国
産材（桧）床材の発売

⚫ 地場産材を活用した商品開発
⚫ 他アイテムの生産/発売を検討

１ 商品戦略の進捗
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施 策 2025年度（実績） 2026年度（計画）

需要マーケットへのリソ
ースの集中

⚫ 新規開拓やリフォー
ム・非住宅市場への
人員の重点配置など

⚫ 「非住宅木造建築フェア」、「リフ
ォーム産業フェア」へ出展

⚫ 「国際ホテル・レストランショー」
へ初出展

⚫ リフォーム、非住宅市場への提案
商品(建具、床材、壁材等)の検討
前年比売上高+約７億円

⚫ リフォームと非住宅市場での認
知強化、展示会等へ積極的に
出展を継続

⚫ リフォーム、非住宅市場への提
案商品(建具、床材、壁材等)の
拡充

⚫ 新たな開拓専任部署による市
場開拓

事業価値（ニュージーラ
ンド循環型林業経営）を
活かした提案力の強化

⚫ ニュージーランド原
材料を核とした商品、
サービスの拡充によ
る販売先の開拓と関
係構築

⚫ ピノアースシリーズに木目を引き
立たせる新色を追加発売

⚫ 構造材LVLによる中規模木造4
階建て建築

⚫ ピノアースシリーズの新デザイ
ン、カラー展開を拡充

⚫ 地震による損傷、倒壊シミュレ
ーションソフト（wallstat）を
活用したLVL構造躯体の価値
訴求をスタート

⚫ LVL木質フレーム材の豪州へ
の販路開拓

海外子会社による海外
販売の強化

⚫ インドネシア子会社に
よる同国国内＋米
州・豪州開拓

⚫ インドネシア子会社の業績好調
前年比売上高１３７％（国内向け12
２％、輸出向け1３9％）

⚫ 増産体制構築に向けた設備投資
を検討～実行

⚫ 市場開拓をさらに推進。
⚫ 増産体制構築のための設備投

資を継続実行

２ 営業販売戦略の進捗
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施 策 2025年度（実績） 2026年度（計画）

生産移管・集約化 ⚫ 海外工場（JNL・JPC）・国内
工場を含めた一貫生産体制
の再編

⚫ JNLノースランド工場およびト
ライボード工場の再編計画、な
らびにそれに伴う労使協議の
開始（2026年3月26日適時
開示）

⚫ JNL事業ポートフォリオの最適
化と黒字化基盤の構築

⚫ アイテム別の生産拠点を見直し、
生産拠点の移管・集約を含めた
最適化を実行

ＤＸ推進 ⚫ 高効率・高収益化の実現を目
指したビジネスフローの改革、
コア業務へのリソースシフト

⚫ 営業部門：事務機能を共通のデ
ジタル基盤上で連携・集約化

⚫ 製造部門：デジタル技術を活用
した生産計画・在庫管理の高度
化を目指したプロジェクト進捗

⚫ 間接部門：経営基盤強化・効率
化を目指した業務プロセス改
革の取り組み

⚫ 営業部門：事務機能のデジタル
基盤上での連携・集約化の継続
進捗、社外ネットワークの機能
充実と利用促進

⚫ 製造部門：デジタル技術を活用
した生産計画・在庫管理の高度
化を目指したプロジェクトの継
続進捗

⚫ 間接部門：経営基盤強化および
効率化を目指した業務プロセス
改革の継続

⚫ 全部門におけるＡＩ活用

販管費削減対応
強化

⚫ 全社的なコストの見直しを実
施

⚫ インフレ環境下で一定のコスト
増加を想定しつつも、抑制対策
を実施

⚫ 中東情勢悪化によるインフレ圧
力の急激な加速に対し、コスト
抑制対策（および価格転嫁対
策）の早急な検討および実施

３ 製造コスト競争力・事業収益向上策の進捗
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施 策 2025年度（実績） 2026年度（計画）

利益率計画（収益
計画）の経営管理
へのビルトイン

⚫ 細分化した集団の採算管理
に利益率計画を落し込み、経
営陣を含めて進捗管理

⚫ 各採算部門に対して利益目標
を明示し、月次で実績と乖離を
モニタリング

⚫ 資本コストを意識した投資効果
検証プロセスの導入

⚫ 適宜最適なルールへ見直し継続
実施

新人事制度 ⚫ 会社戦略、目標と連動した評
価制度で運用実施

⚫ 会社戦略目標と連動した目設
定が定着化

⚫ 成果指標と人事評価の連動強
化

⚫ 継続実施

４ 基盤整備策の進捗
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サステナビリティ経営への取り組み

CDP初回答 「B」スコア （マネジメントレベル） 獲得

【当社の取り組みについて】

• 持続的な森林経営による二酸化炭素の吸収・固定

• バイオマス発電所由来の再生可能エネルギー

• TCFDの提言に基づき、気候関連リスクと機会を

特定・評価し、経営戦略へ統合

【ウッドワン サステナビリティレポート2025の公開】

2025年版のCDPの気候変動質問書に初回答し、最高評価A / A- (リーダーシップレベル)に次ぐ「B」（※）スコアを獲得。

当社の環境リスクに対する管理体制と

具体的な行動が、国際基準で評価され

たことを示します。

※「B」スコアは、8段階のスコアレベル（A、A⁻、B、B⁻、

C、C⁻、D、D⁻）の上から３番目「マネジメントレベル

（組織が環境課題に与える影響を認識し、環境マネジ

メントに関連する良好な行動を取っている）」と評価

されたことを示す。
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社会貢献活動

【公式Webサイト】
URL：https://onesart.jp/

パラアートの可能性を世界へ！one’s artプロジェクト

https://onesart.jp/
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